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邦
楽
が
進
化
す
れ
ば
、
や
が
て
西
洋
音
楽
の
よ
う
に

広
く
共
感
を
得
る
音
楽
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
、
今
聞

け
ば
奇
想
天
外
な
考
え
方
が
明
治
十
年
代
、
二
十
年
代

に
は
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
音
楽
教
育
の
礎
を
築
い
た
伊い

さ
わ
し
ゆ
う
じ

澤
修
二
は

進
化
論
の
紹
介
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）年
に
訳
し
た
Ｔ･

Ｈ･

ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
講

述
『
進
化
原
論
』（
丸
善
商
社
）緒
言
に
伊
澤
曰
く
。「
進

化
論
は
益
々
学
問
社
会
に
勢
力
を
得
て
、其
理
論
は（
中

略
）心
理
学
に
も
、倫
理
学
に
も
、言
語
学
に
も（
中
略
）

皆
之
を
適
用
い
た
し（
中
略
）殊
に
教
育
学
の
一
科
に
於

て
は
、
人
類
の
研
究
に
就
き
、
進
化
論
に
依
る
可
き
こ

と
が
、
頗
る
多
く
あ
り
ま
す
」

明
治
八（
一
八
七
五
）年
に
渡
米
し
た
伊
澤
は
、
教

育
学
、
生
物
学
な
ど
を
学
び
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化

論
に
出
合
う
。
日
本
に
最
初
に
進
化
論
を
紹
介
し
た

の
は
大
森
貝
塚
の
発
見
者
Ｅ･

Ｓ･

モ
ー
ス
で
、
彼

が
同
十
年
に
東
京
大
学
で
行
っ
た
講
義
『
動
物
進
化

論
』
は
同
十
六
年
に
石
川
千ち

よ
ま
つ

代
松
訳
で
世
に
出
る
が
、

伊
澤
は
そ
の
四
年
前
に
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
の "O

n the 
O

rigin of Species,1863

（
種
の
起
源
）"

の
始
め
の

二
章
『
生
種
原
始
論
』
を
訳
し
、
十
年
後
に
完
成
版

『
進
化
原
論
』
を
刊
行
。
か
く
し
て
進
化
論
的
音
楽
観

に
お
い
て
は
、
西
洋
音
楽
こ
そ
が
普
遍
的
か
つ
合
理

的
な
音
楽
で
あ
り
、
邦
楽
と
洋
楽
の
違
い
は
進
化
の

度
合
い
に
あ
り
、
様
式
、
美
意
識
、
民
族
性
な
ど
は

斟し
ん
し
ゃ
く
酌
の
外
に
置
か
れ
た
。

伊
澤
と
大
学
南
校
の
同
期
生
に
、〈
箱
根
八
里
〉
の
作

歌
者
鳥と

り
い
ま
こ
と

居
忱
が
い
る
。
音
楽
取
調
掛
の
第
一
回
伝
習
生

で
、
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
し
て
大
正
初
期
ま
で
国
語

と
音
楽
理
論
を
教
え
た
。
伊
澤
の
考
え
方
に
共
鳴
し
て

曰
く
「
日
本
音
楽
は
随
分
発
達
し
て
居
る
も
の
ゝ
ま
た

く
独
楽
的
即
ち
偶
感
的
音
楽
の
境
界
は
脱
し
ま
せ

ん
然
る
に
西
洋
音
楽
は
実
に
科
学
の
物
に
て
其
目
的

は
共
楽
的
の
音
楽
に
て
音
楽
も
是こ

れ

に
至
り
て
始
め
て

成な

せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」（『
千
葉
教
育
会
雑
誌
』
第

一
二
〇
号
、
明
治
二
十
一
年
）。
当
時
は
、
邦
楽
が
科

学
に
基
づ
い
て
進
化
す
れ
ば
、
国
を
越
え
て
共
感
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
端
唄
や
長
唄
の
歌
詞
を
上
品

な
も
の
に
「
改
良
」
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

「
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
ル
事
」

を
事
業
計
画
の
筆
頭
に
掲
げ
た
音
楽
取
調
掛
は
、
笙し

よ
う、

笛
、
篳ひ

ち
り
き篥
、
箏
、
琵
琶
な
ど
を
購
入
し
、
演
奏
会
で
は

〈
螢
の
光
〉
を
「
本
邦
雅
俗
及
西
洋
管
絃
楽
器
ヲ
悉

こ
と
ご
とク

混
用
シ
テ
合
奏
」
し
た
。
明
治
十
八（
一
八
八
五
）年
七

月
、*

音お
ん
が
く
と
り
し
ら
べ
じ
よ

楽
取
調
所（*=

音
楽
取
調
掛
は
明
治
十
八
年

二
月
に
音
楽
取
調
所
と
改
称
、
同
年
十
二
月
に
再
び
音

楽
取
調
掛
）第
一
回
全
科
卒
業
生
の
三
名
は
、
幸こ

う
だ
の
ぶ

田
延

が
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
と
箏
、
遠
山
甲き

ね子
が
ピ
ア
ノ

と
箏
、
市
川
ミ
チ
が
ピ
ア
ノ
と
胡
弓
な
ど
、
東
西
二
洋

の
演
奏
で
卒
業
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
音
楽
取
調
掛
時
代
に
は
東
西
二
洋
が
保

た
れ
て
い
た
の
が
、
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
は
西
洋
一

辺
倒
に
な
っ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、
音
楽
取
調
掛

が
西
洋
音
楽
に
習
熟
す
る
こ
と
で
日
本
の
音
楽
を
補
い

国
楽
を
興
す
と
い
う
構
想
の
も
と
始
ま
っ
た
こ
と
を
想

起
す
れ
ば
、
む
し
ろ
軸
足
は
当
初
か
ら
洋
楽
に
あ
り
、

次
第
に
そ
の
結
果
が
顕
著
に
現
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
か
ろ
う
か
。

東
京
音
楽
学
校
で
は
初
期
の
師
範
科
生
徒
が
箏
を
学

び
、
明
治
四
十（
一
九
〇
七
）年
に
は
邦
楽
調
査
掛
が
置

か
れ
邦
楽
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正

に
入
る
と
能
楽
囃
子
生
徒
養
成
規
程
が
設
け
ら
れ
謡う

た
いと

囃は
や
し子
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
満
九
歳
以
上
の
男
女

に
広
く
専
門
実
技
を
指
導
し
た
「
選
科
」
は
洋
楽
で
始

ま
り
、
明
治
四
十
二
年
に
箏
が
加
わ
っ
た
。

し
か
し
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
、
選
科
に
長
唄
を
加

え
、
さ
ら
に
流
派
を
拡
充
し
て
邦
楽
が
と
み
に
存
在
感

を
増
し
た
の
は
、
同
三
年
に
着
任
し
た
乘の

り
す
ぎ
か
じ
ゆ

杉
嘉
壽
校
長

の
施
策
で
あ
る
。官
立
音
楽
学
校
な
ら
邦
楽
を
教
え
よ
、

邦
楽
を
「
西
洋
音
楽
と
対
等
の
位
置
に
」（『
三
曲
』
昭

和
五
年
三
月
）と
の
信
念
で
、
同
十
年
に
行
わ
れ
た
選

科
邦
楽
の
京
都
大
阪
演
奏
旅
行
で
は
、
生
徒
の
旅
行
記

に
よ
れ
ば
、「
校
長
先
生
は
、
未
だ
世
間
が
正
座
に
据
え

な
い
邦
楽
の
為
め
に
万
丈
の
気
焔
を
吐
か
れ
る
。
論
旨

は
旺さ

か
ん
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
至
る
処
に
諧
謔
が
交
つ

東
京
音
楽
学
校
邦
楽
科
へ
の
長
い
道
の
り 

前
篇

第
十
四
回

西
洋
音
楽
こ
そ
が
普
遍
的
か
つ
合
理
的
な
音
楽
で
あ
る
。
―
―

進
化
論
的
音
楽
観
を
も
と
に
進
め
ら
れ
た
奇
想
天
外
な
音
楽
教
育
。

橋
本
久
美
子

進
化
論
的
音
楽
観

東
西
二
洋
の
演
奏
で
卒
業

邦
楽
科
の
設
置
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て
聴
者
も
肩
が
凝
ら
な
い
」（
『
同
声
会
報
』二
一
二
号
）。

校
長
の
熱
弁
は
、
生
家
の
富
山
の
浄
土
真
宗
寺
院
で
一

年
中
聞
こ
え
た
説
教
と
響
き
合
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
十
一（
一
九
三
六
）年
六
月
、
東
京
音
楽
学
校
邦

楽
科
が
設
置
さ
れ
た
。
音
楽
取
調
掛
創
設
か
ら
五
十
七

年
目
で
あ
る
。
三
十
三
名
の
受
験
生
か
ら*

十
八
名
を

合
格
さ
せ（*

翌
年
三
月
の
生
徒
名
簿

で
は
十
七
名
）、
六
月
二
十
五
日
に

入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
式
辞
で
乘
杉

は
、
邦
楽
科
設
置
は
伊
澤
初
代
校
長

の「
東
西
二
洋
」の
具
現
で
あ
る
と
述

べ
る
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
、
伊
澤

の
時
代
に
は
そ
の
扱
い
方
に
つ
い
て

答
え
の
出
せ
な
か
っ
た
邦
楽
を
、
初

め
て
音
楽
学
校
の
一
専
攻
と
し
て
位

置
づ
け
た
点
で
画
期
的
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　
（
は
し
も
と
・
く
み
こ
／
総
合
芸

術
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
大
学
史

史
料
室
特
任
助
教
・
音
楽
学
部
非

常
勤
講
師
）

次
号
予
告

「
東
京
音
楽
学
校
邦
楽
科
へ
の
長
い
道
の
り
」後
篇

橋
本
久
美
子

科
と
し
て
設
置
さ
れ
た
邦
楽
科
。
そ
れ
か
ら
の
活
動
、

そ
し
て
敗
戦
、
新
制
大
学
へ
の
構
想
ま
で
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

演能会プログラム。昭和 6 年、7 年、8 年（大学史史料室所蔵）

大正 4 年の邦楽会第 2 回演奏会プロ
グラム。邦楽調査掛に関係ある各流
各派の家元等が協同で出演した。富
本、一中、江戸長唄、常磐津、河東
一中かけ合い、新内、清元、長唄の
各曲目（大学史史料室所蔵）

東京音楽学校邦楽科設置を伝える新聞記事。上：時事新報  昭和11年6月26日　下：やまと新聞 昭和11年6月26日 右手前乘杉校長  
（『昭和11年6月 新聞切抜帳第46号東京音楽学校』大学史史料室所蔵）


